
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校における校内ジャージ生活の謎に迫る！ 

リチウムイオン電池の取り扱いにご注意ください！ 

リチウムイオン電池は非常に便利ですが誤ったかたちで捨ててしまうと、

事故にも繋がります。現在は、どのように捨てたらいいのでしょうか？ 

電池部分が外せない場合は製品本体ごと「有害危険ごみ」へ。電池部分が

取り外せる場合は電池のみ「小型充電式電池リサイクル BOX」へ。BOX が

あるお店は、一般社団法人 JBRC のホームページで検索できます。 

この一般社団法人 JBRC のホームページが分かりづらいですのですが、市

のホームページでも掲載してはいかがでしょうか？ 

確かに分かりづらい現状があるので、導入に向けて検討してまいります。 

より一層の注意喚起も重要だと思います。YouTube なども活用してリチウ

ムイオン電池の分別や事故事例を発信してはいかがでしょうか？ 

広報は重要だと考えています。YouTube に関しても導入に向けて検討して

まいります。 

 

２０２１年度 

 

９月議会 

 

流山市立小中学校の校則で服装に関するものはどういうものがありますか？ 
小学校においては、フードなど安全面に考慮したことがある程度で、特にありません。中学校においては、
制服で登校し、校内ではジャージで過ごすことになっています。 
中学校内で校内ジャージ生活をするように指導している件に関して、全国的には稀なケースなので困惑さ
れる保護者の声も耳にします。どうしてジャージなのですか？  
５０年ほど前から流山市内の中学校はジャージでの校内生活が指導されています。東葛地域をはじめ、い
くつかのまちでも同じような指導がなされています。動きやすく、快適で、便利だと捉えています。 
流山は転入生も多いですし、ジャージについては生徒や保護者にアンケートをとってはいかがですか？ 
学校生活の服装は学校ごとに考えるべき事柄ですので、学校の判断に任せます。 
 
流山市立小中学校の校則で持ち物に関するものはどういうものがありますか？ 
学校生活に関係ないものは持ってこないことになっています。 
能動的学習において学校生活に関係あるかどうかの判断は難しいと思いますので配慮を願います。また、
もし持ち物の取り上げなどを行うのであれば、先生側にマニュアルも作った方が良いと考えます。 

：野田宏規の発言 ：流山市の答弁 



 

 

 

・令和 2 年度決算について 

・衆議院選挙について 

・コロナ対策について 

 

流山市議会議員 野田宏規 

平成元年４月１３日生（３２歳）。流山市出身。現

在２期目。筑波大学大学院在籍。バックパッカーや

広告業界を経て、平成２７年４月流山市議会議員選

挙に初当選し、千葉県初の平成生まれの政治家に。

平成３０年９月流山史上最年少で常任委員会副委員

長に就任。ラスカルが好き。 
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ご相談・ボランティア 
お待ちしております！ 

✉nodahiroki.koenkai@gmail.com 
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野田宏規の一日（９月２２日） 

起床 

流山市議会 決算委員会 

市民団体 A 打ち合わせ 

市民団体 B 会議 

市民団体 C 勉強会 

市民団体 D 会議 

修士論文 執筆 

就寝 

今議会では各会計の決算が行われました。会計のメインと

なる令和２年度一般会計の収入・支出済額では歳入合計

91,785,956,496 円、歳出合計 88,267,658,307 円となりま

した。巨額の決算です。「600 億の大型決算」と言っていた

1 年前からは考えられないですね。また、貯金となる各基

金の事情も一年で大きく様変わりしました。要因は、何よ

りも新型コロナウイルス感染症の影響が第一にあり、次に

流山特有の人口増加も原因になると考えられます。コロナ

直撃の令和 2 年度決算を踏まえて、今後、どのように財政

計画を立てていくのかが重要になります。 

令和２年度決算を審査しました！ 
関東若手市議会議員の会 

千葉エリア代表に就任しました！ 

11 月7 日（日） 

午前11 時-12 時 

秋 
野田ひろきの 
市政報告会 

＠ YouTube 

9 月 1 日付けで関東若手市議会議員の会千

葉エリアの代表に就任しました。 

若手市議会議員の会は、日本最大の超党派

地方議員団体で、私にとってはもう 7 年程前

から苦楽を共にしてきたホームになります。

地方議会の活性化と千葉の発展のために努

めてまいります。 


